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〇 県では、近年のイノシシによる農作物被害の広がりを踏まえ、第２次茨城県総

合計画の指標として「イノシシによる農作物被害金額」の削減目標を掲げ、「捕獲

の強化」、「侵入防止柵の設置」等に積極的に取り組んでいるところです。 

今般、2022 年度のイノシシによる農作物被害金額【速報値】をとりまとめまし

たので、公表いたします。 

〇 被害の内容としては、稲やイモ類を中心に約 5 千２百万円となり、前年度（約

６千２百万円）から１千万円減少しました。また、ピークとなった 2017 年度（約

１億５千４百万円）と比較すると、約 33.9％まで軽減されたところです。 

〇 県としては、引き続き市町村との綿密な連携のもと、被害金額の更なる軽減に

向けた取組を進めてまいります。 

 
 

※「速報値」は、今後データの精査等により若干数値が変更になる場合があります。あらかじめご

了承願います。 

※「確定値」は、令和５年 12 月上旬頃、国（農林水産省）による「全国の野生鳥獣による農作物

被害状況」の発表にあわせて、ＨＰ等で公表します。 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

茨城県農林水産部農地局農村計画課 農村活性化Ｇ 担当：関田、吉田 

TEL:029-301-4264（直通）  FAX:029-301-4169 

 イノシシによる農作物被害金額【速報値】について 

令和５年８月９日 
茨城県農林水産部農地局農村計画課 

イノシシ捕獲（囲いわな）の様子 侵入防止柵設置実習の様子 集落環境点検の様子 



イノシシによる農作物被害金額の推移

※茨城県イノシシ等野生鳥獣による被害の防止対策に関する条例

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

被害金額 114,478 153,745 100,431 97,126 92,541 62,393 52,172

〇 茨城県におけるイノシシによる農作物被害金額の推移 〔千円〕

〇 品目別被害金額割合

農作物名
（主な品目）

被害金額 割合(%)

稲
（水稲）

22,216 42.6%

いも類
（かんしょ、ばれいしょ）

12,910 24.7%

野菜
（レンコン、かぼちゃ）

8,574 16.4%

果樹
（柿、栗、梨）

6,357 12.2%

その他 2,115 4.1%

合計 52,172 100%

〇 品目別被害金額 〔千円〕
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2022： 52,172千円
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※茨城県イノシシ等野生鳥獣による被害の防止対策に関する条例



捕獲の強化

わな購入、捕獲活動経費への補助により推進。

地域ぐるみの取組・
鳥獣被害対策に係る人材の育成

電気柵

国補及び県単の補助事業により、侵入防止柵（ﾜｲﾔｰ
ﾒｯｼｭ柵、電気柵）の設置を促進。

侵入防止柵の設置強化

《侵入防止柵整備の状況》 〔km〕

2021 2022

集落柵※１ 個人柵※２ 集落柵 個人柵

整備距離 26.7 274.3 65.7 142.8

ワイヤーメッシュ柵
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※２ 個人柵：個々の農家がほ場単位に設置（県単）

※１ 集落柵：地域ぐるみ(受益3戸以上)で共同管理（国補）

2016 2017 2018 2019 2020 2021
2022

(速報値)

捕獲頭数 3,442 3,457 4,970 6,158 7,205 3,188 3,278

※ 有害捕獲による捕獲頭数

○地域での鳥獣被害対策に対して的確な指導・助言を行う
人材の育成を目的に、鳥獣の生態をはじめとした基礎知
識の習得や、柵の設置、地域ぐるみの集落環境の点検
手法等を学べる講座を開催。


